
520 CHEMOTHERAPY NOV. 1985

Imipenem/Cilastatin sodium(MK-0787/MK-0791)の 呼 吸 器 感 染 症 に 対 す る臨 床 成績

石 橋 弘 義 ・土 肥 真 ・伊 藤 敏 雄 ・佐 野 靖 之 ・可 部 順 三 郎

国立病院医療 セ ンター呼吸器科

カルパペ ネム系合成 抗生 物質irnipenem/cilastatinsodium(MK-0787/MK-0791)を 呼吸器感

染症計12例 に使用 した。

肺炎+肺 化膿症6例,び まん性汎細気管支炎4例,慢 性気管支炎2例 に1日1/19～2/2914日

～24日 間投与 し著効1,有 効9,や や有効1,無 効1例 の臨床効果 を収めた。

副作用,臨 床検査値異常 は認め られなかった。

米 国メル ク社 において開発 された新 しいカルパペネ ム

系抗生物質imipenem/cilastatinsodium(MK-0787/

MK-0791)1),2),3)(Fig.1)を 呼吸器感染症 に投与 し,有 効

性 と安全性の検討を行ったのでその成 績を報告す る。

1.対 象お よび方法

昭和59年2月 より昭和59年7月 までに国立病院医

療セ ンター呼吸器科 に入院 した肺炎 ・肺化膿症6例,び

まん性汎細気管支炎4例,慢 性 気管支炎2例,計12例

にMK-0787/MK-0791を 投与 した。Table 1に 投与対

象の年齢,性 別,基 礎疾患,原 因菌を示す。

投与方法はMK-0787と して1回0.59(以 下MK-

0787量 として記載)を 添 付 溶解 液に溶か し30～60分

で点滴静注 し,通 常は1日2回 投与 した。3例 に1日3

回投与 し,ま た1例 に1回1g1日2回 投与を行 った。

投与 日数はTable1に 示す ごとく14日 ～24日 間 で

ある。

治療効果 の判定はMK-0787/MK-0791投 与後速やか

な症状の改善をみた ものを著効,投 与開始後明 らかに症

状の改善 をみた ものを有効,症 状 の多少の改善 あるいは

改善後再燃をみたものをやや有効 とした。症状 の改善の

認 め られぬ ものを無効 と判定 した。

またMK-0787/MK-0791投 与前後の細菌学 的検索を

行って細菌学的効果を判定 した。

MK-0787/MK-0791の 安全性 の検討を 目的 と して投

与前後の 自他覚症状の観察,末 梢血液燥,肝 ・腎機能,

尿所見の検索 を実施 した。

II.治 療 成 績

MK-0787/MK-0791を 投 与 した12例 の治療成績 は

Table 1に 示 した ごとくであるが,臨 床効果 は著効1,

有効9,や や有効1,無 効1で 有 効 率83.3%で あっ

た。疾患別では肺炎 ・肺化膿症6例 中著効1,有 効4,

無効1,び まん性汎細気管支炎4例 中 全 例 有 効,慢 性

気管支炎2例 中有効1,や や 有 効1例 であった。MK一

0787/MK-0791投 与 前 に 原 因菌 の検 出 された のは5例 あ

り,投 与 後P.aeruginosa4例 中2例 が不変 で,2例 が

M.morganiiあ るい はP.maltopmliaに 菌 交代 した。

K.pneumomuの1例 は菌 消失 した。以下 各症例につい

て概 要 を 述 べ る。

症例144歳,女,肺 炎。

39℃ の発 熱,咳 漱,右 上 肺野 の 陰影 が 認め られたMK-

0787/MK-0791(以 下MKと 略 す)投 与 翌 日より解熱

し,症 状 も軽 快,著 効 と判 定 した。

症 例272歳,男,肺 炎,基 礎 疾患:肺 癌,合 併症:

放 射 性 肺 線 維症 。

原 疾 患 が 重篤 で難 治 で あ っ た が,MK投 与後,CRP

の改 善,胸 部X線 所 見 の改 善 が 認 め られた。有効 と判定

した 。

症 例369歳,男,肺 炎,基 礎 疾 患:肺 癌 。

前 治療 薬CMZ29は 無 効 で あ った 。MK 0.59を1

日3回 投与 した が 咳 蹴,喀 痰,発 熱 の改 善は認 められな

か っ た。 無効 と判 定 した。

症例477歳,男,肺 炎,基 礎 疾 患:肺 嚢胞症。

BAY-o-9867無 効 後 本剤 を使 用 した。 α591日3回

投与 で,微 熱,咳 漱,喀 痰,呼 吸 困難 等 臨床症状の著し

い改 善 が認 め られ た 。 有効 と判 定 した 。

症例552歳,女,肺 炎 。

MK投 与 後7日 目に発 熱,咳 漱,喀 痰,胸 部X線 上

の改 善 が 認 め られ た 。有 効 と判 定 した 。

症 例625歳,男,肺 化 膿 症 。

黄 色痰,38℃ の 発 熱 で 入 院EM1.69約2週 間で症

状 は ほぼ 鎮 まっ た が,上 葉 に 化 膿症 巣 が 残 った。MK

α591日3回 投与 後胸 部X線 上 の改 善 と 症状の一層の

改 善 が 認 め られ,有 効 と判 定 した。

症 例765歳,女,び ま ん性 汎 細気 管 支炎(以 下DPB

と略 す)。

約16年 前 よ り咳嗽,喀 痰 が 持 続 しDPBと 診断され
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Tabie 1 Clinical results with MK-0787/MK-0791

・:dose of MK-0787

てい る。 急 性増悪 の ため 入 院MKO.591日2回 投 与

にて検出されて いたPmruginosaはM.morganiiへ

菌交代 したが,臨 床的 には 改善 が 認 め られ,有 効 と判 定

した。

症例876歳,女,DPB。

約6年 前 よ りDPBと 診 断 され,入 退 院 を く り返 して

いる症例。 喀 痰増加
,呼 吸 困 難 出 現 の た め入 院,PIPC

69/日 は無1効であ った が
,MKα591日2回 で,臨 床

症状の改善 が認 め られ た 。P 、aem8inosaはP、malto鱗

P観 毎 に菌交 代 した。

症例966歳,女,DPB。

症例7と 同一例 で あ り
,前 回 の 約1か 月 後 にMKの

再投与を行 った。AC437019擦 無 効 後MKO .-591

日2回 の再投与 を行
った 、 そ の結 果検 出 され てい た κ.

PmmOnmは 菌 消失 し臨 床 症 状 の 改 善 も認 め られ ,有

効 と判 定 した。

症例1028歳,男,DPB。

約8年 前 より咳漱,喀 痰 が認 められ て い た。 前 治療

HAPA-B400mg/日 が無効であった。MK投 与 後臨床

症状 の改善 が認め られ,有 効 と判定 した。

症例1175歳,女,慢 性気 管支炎(以 下C.B.と

略 す)。

約10年 前 よりC.B.に て入退 院を繰 り返 してい る。

咳漱,喀 痰,呼 吸困難 のため入院 した。HAPA-Bが 無

効であった後MKを 投与 した。Paeru8ino3aは 持続

し臨床症 状は多少の改善に留 まったので,や や有効 と判

定 した。

症例1262歳,女,CB。 。

約2年 前 よ り咳蹴,喀 痰 が認め られてい る。HAPA-B

が無効であ った後MKを 投与 した。Paeruginosaは
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Table 2 Laboratory findings before and after administration of MK-0787/MK-0791

B: Before A: After

消失 しなかったが,痰 量の著 しい減少等臨床症状の改善

が認め られ,有 効 と判定 した。

III.副 作用,臨 床検査値異常

12例 全例 とも副作用,臨 床検 査値異常は認 められなか

った。ただ し症例12でMK投 与開始後第1日 および第

2日 にMK0.59を30分 で滴下 した時に 嘔 気 の訴え

があった。 しか し,滴 下の時間を60分 に変更後は,認

めな くなった。

投与前後の検査値はTable 2に 示す。

IV.考 案

近年新 しい抗生物 質の開発が盛んであ り,各 々特徴 の

ある薬剤が登場 して きている。 しか しなが ら慢性に経過

してきた慢性気管支炎,び まん性汎細気管支炎,気 管支

拡張症等呼吸器疾患 には難治症例が多 く,そ して細菌学

的にP-uruρno3aの 検 出され る症 例は更に治療が困難

な場合が多い。一方肺炎 などで も肺癌 など重篤な基礎疾

患を もつ症例 もまた治療効果 が得に くい場合が多い。我

々はMK-0787/MK-0791を このような難治性 の呼吸器

感染症症例に多 く使用 し,そ の臨床効果および副作用に

ついて検討 した。

我 々の症 例12例 には肺炎 ・肺化膿症症例が6例 含ま

れてお り,こ の うち末期肺癌 を基礎疾患 としてもつ症例

が2例 含 まれていたが,こ の2例 中1例 では臨床効果

は,有 効を得 ることができた。 また基礎疾患の軽度,お

よびない肺炎例ではキ ノリンカルボ ン酸系薬剤,ま たは

マクロライ ド系薬剤で無効 であった2例 も有効を得るこ

とができ,肺 炎 ・肺化膿症全体では6例 中5例 有効,83

%の 有効率を得た。

一方,慢 性気管支炎,ぴ まん性汎細気管支炎の計6例

では,細 菌学的にはRaeruginosaの 検出されていた4

例中2例 が菌交代 し,2例 が不変であったが,本 剤投与

によ り臨床効果 は6例 中5例 有効,83%の 有 効率を得

ることがで きた。 これ らの 有効症例中には前治療でPC

系薬剤,セ フェム系薬剤,ア ミノグ リコシド系薬剤が無

効 であった症例が5例 含まれ ていた。

以上 のごとく今回の成績 でMK-0787/MK-0791は 呼
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吸器感染症の特に中等症以上の症例に使用 し,ま た前 治

療で無効症例に多 く使用 してい るに もかかわ らず12例

中83%が 有効とい う好成績を収めたこ とは,本 剤が臨

床的に極めて有用性の高い薬剤であるこ とを示唆 した も

のと思われる0

一方,安 全性の面か らも12症 例では,副 作用,臨 床

検査値異常もな く,問 題 のない薬剤である と思われた。
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CLINICAL EVALUATION OF IMIPENEM/CILASTATIN SODIUM IN 

RESPIRATORY TRACT INFECTIONS

HIROYOSHI ISHIBASHI, MAKOTO DOHI, TOSHIO ITO 

YASUYUKI SANO and JUNZABURO KABE 

Department of Chest Medicine, National Medical Center Hospital

Imipenem/Cilastatin sodium(MK-0787/MK-0791) was administered in total daily doses of 1/1 g-2/2 g, 
given 2 or 3 times a day for 14-24 days, to a total of 12 patients with respiratory tract infec-
tions ; acute pneumonia (5 patients), pulmonary suppuration (1 patient) diffuse panbronchiolitis (4 
patients) and acute exacerbation of chronic bronchitis (2 patients). The following clinical responses 
were obtained : excellent in 1 patient, good in 9 patients, fair in 1 patient and poor in 1 patient. 

No adverse reactions related to the administration of MK-0787/MK-0791 were observed.


